


工 試 験 装 置

実 験 に は 図 - 2に 示 す よ うな

梁 K Kの 構 造物 試 験 装 置 を使 用

この 試 験 装 置 は 、 3本 の 移 動 ガ

に 横 方向 に 移 動 可 能 な ジヤ ツ キ

構造物試験装置

日本 橋

した 。
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つ け る こ とに ょっ て 載 荷 さ れ る。 この

た め 、載 荷 枠の 範 囲 内 で は 、 どの 点に

で も速 か に ジヤ ツ キ をセ ツ トす る こ と

が で き る 。 従 つ て 影 響 面 を求 め る よ う

な 時 非 常 に 能率 的 で あ る 。 ジヤ ツ キ の

能 力 は 静 的 荷 重 の場 合 最 大 75 tで あ る

ま た 載荷 可 能 な有 効 面積 は 1 5 m x 5  m

で、有 効 高 さ は 2 . 5 mで ぁ る 。 ま た 実

験 桁 の ス バ ン として は 最 大 20 mま で 可

能 で あ る。床 構 造 は 鉄 骨 コ ン ク リ ー ト

の 格 子 構 造 で そ の 上に 鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト床 板が 張 つ て あ る 。 実験 桁 は 更 に そ

の 上 に か か れ た 支 承 埼 の 上 に支 持 さ れ

た 。 支 承 の構 造 は写 真 1に 示 す 通 りで

あ るが 詳 細 は 講 演 当 日説 明す る。
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皿 実 験 内容

次の よ うな載荷 試験を主要 な実験項 目 と して実施 した oま た これ に付 随す る若干 の 予備

試 験 を 行 つ た 。

A 単 純 支 持 曲線 7 F E子桁 橋 の 弾性 試験

図 - 3に 示 す よ うに 、 まず 3不 の 並 列 I桁 を

よつ て 、 中央 径 間 の み格 子 構 造 とす る。 そ して

単 純 支 持 さ れ る よ うに した 。 このと

,

●

●

中央 径 間 の 3本 の 横桁 で 溶接 す る こ とに

中 間 支 点 の み で 支 持 し、中央 径 間 の み が

き側 径 間 の各 主 折 は お 互 い に 抱東 さ

れ る こ とな く、 自 由な状 態 で はね 出

し となつ て い る 。 本 実 験 は連 続 型 式

に 組 立 て る以 前 の 工 程 段 階 で 、未完

成 の 模 型 を利用 して 単 純 支 持 格 子 桁

橋 と して 実 験 を こ ころみ た もの で あ

る。

横 断 面 内 の 応 力 分 布 変 形 状 態の

倶1'こ

ン

。
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